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師
走
は
過
去

に
思
い
を
寄
せ

る
に
は
忙
し
す

ぎ
る
月
だ
が
、

71
年
前
の
真
珠
湾
攻
撃
が
８

日
で
、
２
８
１
年
前
の
赤
穂

浪
士
の
吉
良
邸
攻
撃
が
14
日

で
、
こ
の
２
３
８
年
の
歳
月

で
日
本
人
の
精
神
構
造
は
別

人
種
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
。

　

真
珠
湾
で
は
諜
報
索
敵
の

甘
さ
で
敵
空
母
を
取
り
逃

し
、
後
の
戦
況
の
悪
化
要
因

と
な
っ
た
。
甘
さ
の
根
元
に

は
非
合
理
的
な
精
神
主
義
が

見
え
隠
れ
し
た
。

　

赤
穂
浪
士
は
拠
点
を
失
う

不
利
な
条
件
下
で
の
探
索
と

周
到
な
準
備
で
夜
間
攻
撃
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
火
災
も
起

こ
さ
ず
見
事
に
吉
良
の
主
首

を
挙
げ
た
。
47
士
の
死
と
引

き
換
え
で
、
後
の
幕
末
ま
で

子
孫
の
名
誉
と
栄
達
を
得
た

こ
と
で
長
期
的
戦
略
目
標
を

達
成
し
た
。

　

平
和
な
今
の
日
本
で
も
ビ

ジ
ネ
ス
戦
略
は
盛
ん
だ
。
大

損
害
を
受
け
た
在
中
の
日
本

企
業
は
懲
り
も
せ
ず
中
国
進

出
を
企
画
し
て
い
る
。
現
代

の
日
本
人
の
精
神
構
造
は
相

当
タ
フ
に
見
え
る
。

　

中
国
や
韓
国
も
山
中
氏
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
、
反
日

教
育
よ
り
科
学
教
育
が
急
務

で
な
か
ろ
う
か
と
の
世
論
が

芽
生
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

協会・協同組合は、2013年１月か
ら敷地内禁煙を実施します。保険
医会館やＭ＆Ｄホールにお越しの
際はご協力お願いします

会
保
障
へ
の
国

と
大
企
業
の
負

担
を
増
や
す
」

「
国
の
制
度
と

し
て
子
ど
も
の

医
療
費
を
無
料

に
す
る
」「
医

療
機
関
に
対
す

る
不
当
な
指
導

・
監
査
を
改
め

る
」「
憲
法
９

条
を
堅
持
す

る
」
な
ど
、
19

項
目
。
い
ず
れ

準
に
な
っ
て
い

る
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
の

早
期
改
善
を
訴

え
る
。
18
歳
未

満
の
す
べ
て
の

子
ど
も
に
国
保

証
が
届
い
て
い

な
い
こ
と
か

ら
、
法
律
に
基

づ
い
た
運
用
を

求
め
て
い
く
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
11
月
19

日
時
点
で
主
要
政
党
を
中
心

に
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る

候
補
や
政
党
事
務
所
に
送
付

し
た
。
質
問
内
容
は
、「
社

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
改
善

を
求
め
て
２
０
１
３
年
１
月

24
日
に
大
阪
府
と
交
渉
す

る
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

拡
充
や
国
民
健
康
保
険
の
改

善
、
審
査
・
指
導
の
民
主

化
、
歯
科
医
療
の
提
供
体
制

の
整
備
が
重
点
課
題
。
歯
科

医
療
現
場
の
声
を
行
政
に
届

け
よ
う
と
、
会
員
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

交
渉
で
は
、
全
国
最
低
水

　

指
導
で
は
、
医
療
機
関
に

配
慮
し
た
複
数
日
開
催
や
被

指
導
者
の
求
め
る
帯
同
者
を

認
め
る
こ
と
、
指
導
後
に
自

主
返
還
を
求
め
な
い
こ
と
な

ど
を
要
請
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
で
口
腔
保
健

条
例
の
制
定
を
議
論
し
て
い

な
い
自
治
体
が
大
阪
府
を
含

め
４
都
府
県
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
制
定

大
阪
府
交
渉

日
時　

２
０
１
３
年
１
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

大
阪
府
庁
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
２
丁
目
）

集
合　

午
前
９
時
45
分
に
府
庁
本
館
正
面
玄
関

※
参
加
の
場
合
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※
交
通
費
支
給
、
休
診
し
て
参
加
の
場
合
は
別
途
手
当
有
り

と
確
実
な
口
腔
保
健
の
推
進

を
訴
え
る
。

　

こ
の
間
の
交
渉
で
は
、
個

別
指
導
時
の
弁
護
士
の
帯
同

を
認
め
さ
せ
、
広
範
な
府
民

の
声
と
共
に
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
改
悪
撤
回
を
実
現
す

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

　
（
２
面
に
要
請
項
目
抜
粋
）

は
、
自
民
・
共
産
だ
け
だ
っ

た
。
民
主
・
社
民
は
「
検
討

中
」
と
し
、
維
新
は
「
な

い
」
と
回
答
し
た
。

　

「
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
」
で
は
、
賛
成
が
共
産
だ

け
で
、
維
新
は
反
対
し
た
。

ほ
か
の
政
党
は
「
そ
の
他
」

を
選
び
、「
慎
重
に
検
討
」

（
民
主
）、「
公
平
な
社
会
の

確
立
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
上
で

実
現
さ
れ
る
べ
き
」（
生

活
）、「
経
済
的
支
援
を
お
こ

な
う
」（
社
民
）
な
ど
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
に
対
す
る
考
え
方
で
は
、

民
主
は
「
24
年
改
正
の
実
績

を
見
て
判
断
」、自
民
は
「
ご

意
見
を
十
分
に
伺
い
な
が
ら

検
討
」、
生
活
は
「
適
正
な

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
は
あ

る
意
味
当
然
の
こ
と
」、
共

産
は
「
抜
本
的
な
増
額
・
改

革
が
必
要
」、
社
民
は
「
国

民
生
活
を
守
る
観
点
か
ら
引

き
上
げ
ま
す
」
と
し
た
。
維

新
は
「
更
な
る
自
由
競
争
化

を
は
か
る
」
と
し
、
明
確
に

「
反
対
」
し
た
。

　

「
混
合
診
療
拡
大
」
に
つ

い
て
は
、
民
主
・
共
産
・
社

民
が
反
対
し
た
。
維
新
は
賛

成
だ
っ
た
。
民
主
は
「
現
時

点
で
は
そ
の
よ
う
な
方
針
は

な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
生
活

は
「
そ
の
他
」
を
選
び
、

「
無
益
な
競
争
は
避
け
る
べ

き
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

協
会
・
協
同
組
合
の
年
末

年
始
の
業
務
と
本
紙
の
発
行

は
、
次
の
通
り
に
な
り
ま

す
。

【
業
務
】
12
月
29
日
か
ら
１

月
６
日
ま
で
休
務
と
し
、
１

月
７
日
か
ら
通
常
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

【
新
聞
発
行
】
次
号
12
月
25

日
付
と
１
月
５
日
付
を
合
併

し
、
１
月
１
日
付
新
年
号
と

し
て
発
行
し
ま
す
。
１
月
15

日
付
は
休
刊
し
、
１
月
25
日

付
か
ら
通
常
発
行
し
ま
す
。

日
ま
で
に
民
主
・
自
民
・
生

活
・
共
産
・
社
民
・
維
新
の

６
党
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

総
選
挙
公
約
で
の
歯
科
医

療
政
策
の
有
無
に
つ
い
て

は
、「
あ
る
」
と
答
え
た
の

　

歯
科
医
療
関
係
者
や
患
者

ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会

は
、
衆
院
選
に
お
け
る
各
党

の
歯
科
医
療
政
策
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
、
政
党
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
11
月
25

・
社
民
は
賛
成
し
た
一
方
、

民
主
候
補
の
一
人
と
維
新
候

補
が
反
対
し
た
。
自
民
候
補

は
賛
否
を
示
さ
な
か
っ
た
。

　
「
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
」で

は
、反
対
は
い
な
か
っ
た
が
、

維
新
と
自
民
候
補
の
ほ
と
ん

ど
が
「
そ
の
他
」
を
選
択
。

両
党
と
も
原
発
存
続
を
示
す

な
か
、
あ
い
ま
い
な
態
度
に

な
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
個
人
で
見

る
と
、
共
産
・
社
民
候
補
が

そ
れ
ぞ
れ
19
項
目
す
べ
て
に

賛
成
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

維
新
の
２
候
補
は
反
対
が
半

分
近
く
を
占
め
る
な
ど
、
協

会
要
求
と
距
離
を
置
く
形
に

な
っ
た
。
民
主
・
自
民
候
補

の
多
く
が
半
分
以
上
を
「
そ

の
他
」
で
回
答
し
て
お
り
、

賛
否
さ
え
明
ら
か
に
で
き
な

い
あ
い
ま
い
な
態
度
が
う
か

が
わ
れ
た
。

　

衆
院
選
（
12
月
16
日
投
開
票
）
に
向
け
て
政
策
部
は
、
大
阪
府
内
の
19
小
選

挙
区
の
候
補
者
に
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
社
会
保
障
費
の
増
額
や
消

費
税
増
税
の
撤
回
、
窓
口
負
担
軽
減
な
ど
、
協
会
が
掲
げ
る
医
療
・
社
会
保
障

要
求
に
沿
っ
て
賛
否
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
共
産
・
社
民
候
補
だ
け
が
す
べ
て
賛

成
し
、
協
会
と
の
一
致
点
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
民
主
・
自
民
の
「
二
大
政
党
」

は
賛
否
を
示
さ
な
い
回
答
が
目
に
付
い
た
一
方
、
維
新
候
補
は
反
対
が
多
く
、

協
会
の
要
求
と
は
相
容
れ
な
い
姿
が
明
確
に
な
っ
た
。

�

（
３
面
に
結
果
一
覧
）

も
協
会
の
要
望
や
政
策
に
沿

っ
た
も
の
で
、
同
月
26
日
ま

で
に
37
候
補
が
回
答
し
た
。

　

「
社
会
保
障
費
の
削
減
を

改
め
、
予
算
を
増
や
す
」
と

の
問
い
に
は
、
民
主
・
共
産

・
社
民
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど

の
候
補
が
賛
成
や
「
そ
の

他
」
を
選
択
す
る
な
か
、
回

答
が
あ
っ
た
維
新
の
２
候
補

は
反
対
し
た
。
同
党
の
維
新

八
策
に
記
載
し
て
い
る
「
社

会
保
障
費
の
合
理
化
・
効
率

化
」
を
反
映
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

党
内
不
一
致

　

「
国
の
制
度
と
し
て
子
ど

も
の
医
療
費
を
無
料
に
す

る
」
で
は
、
未
来
・
公
明
・

共
産
・
維
新
・
社
民
の
各
候

補
す
べ
て
賛
成
と
答
え
た
。

民
主
は
回
答
を
寄
せ
た
４
候

補
の
な
か
で
賛
否
が
混
在
。

自
民
も
６
候
補
の
う
ち
４
候

補
が
「
そ
の
他
」
を
選
択
す

る
な
ど
、
党
内
で
の
不
一
致

が
見
ら
れ
た
。

　

「
不
当
な
指
導
・
監
査
を

改
め
る
」
の
問
い
に
は
、
自

公
を
除
く
す
べ
て
の
候
補
が

賛
成
し
た
。
自
民
候
補
の
半

数
と
公
明
候
補
は
賛
否
を
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

賛
否
割
れ
る

　

「
憲
法
９
条
を
堅
持
す

る
」
で
は
、
民
主
・
公
明
・

共
産
・
社
民
候
補
が
賛
成
。

自
民
・
未
来
・
公
明
・
維
新

候
補
の
ほ
と
ん
ど
が
反
対
、

ま
た
は
「
そ
の
他
」
を
選
択

し
、
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
。

　

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な

い
」
と
の
設
問
で
は
、
共
産

12・16　
　衆院選

候補者アンケート 協
会
要
求
に
反
対
多
い
維
新

３
面
に
12・16
衆
院
選「
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」、４
面
に「
年
末
調
整
の
ポ
イ
ン
ト
」

共
産・社
民
と
の
一
致
点
鮮
明
に

１・24大阪府と交渉
口腔保健の推進など求める

昨年の大阪府交渉の様子

「保険でよい」
全国連絡会

歯
科
政
策
で
違
い
明
ら
か

政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

年
末
年
始
の
業
務
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

来年１月から
「敷地内禁煙」

『公費請求の手引き』
追加分を今号に同封

　社保研究部は、『公費医療請求の
手引き』の追加分を発行しました。
学校保健安全法による医療費援助や
生活保護、中国残留邦人等に対する
医療支援給付、国保の短期証・資格
証明書、日雇特例など全26㌻を追
加。「公費請求ファイル」に新たに
綴じてご活用ください。
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